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中学生の英文構造習得プロセスに関する事例研究(2 ) 
- Topic-Comment文の分析を中心に一

島根大学 築‘道和明

1 はじめに

日本人英語学習者の中間言語の 1つの特徴として、・叩lissununer is cool."や"Hertelephone is 

long."Iこ代表されるように日本文のトピックをそのまま英文の主語として表現するtopic-conunent

S加伽mを挙げることができる。これは、松岡(994)が指摘するようにtopic-prominenceという特

徴を有する日本語の影響によるものと考えられるが、一方で母語に関係なく初級レベルの学習

者にみられる共通した中間言語のひとつの特徴であるという指摘もある[例えば、 Ruthe巾rd

(1983)， Fuller & Gundel(1987)]。

日本人英語学習者の英語力とtopic-∞nunent文への依存度との関係を調べた研究として

Sぉaki(1990)がある。この研究では、場所をトピックにした存在文に関して、予備校生を対象

に課題英作文を与え、英語学力とtopic-comment文の使用頻度との関係を調べている。その結

果、英語学力の低い学習者-ほどtopic-comm巴nt文の使用率が高く、逆に学習者の英語学力が高

くなるにつれて勺bereis/ There are…"という存在文を使用する比率が上がることが明らかにさ

れている。

上述したように、これまでの研究でtopic-comment文からsu吋ect-predicatestructuresへという

英文の統語構造への習熟プロセスが指摘されているが、 topic-conunent文に依存する初期段階

とは、具体的にいつなのか、興味あるところである。すなわち、日本人英語学習者の中間言語

の発達過程として、初級レベルではtopic-conunent文が多用され、中、上級レベルではsubject-

prediωte文が使用されるというlinearな道筋を辿るのか、あるいは、学習段階のそれぞれにおい

てtopic-conunentからsubject-predicateへとL、うプロセスがあり、徐々にsubject-predicatcに基づ

く発話が中心になるというspiralなプロセスなのか、という 2つの考え方があり得る。

松岡(1994)や吉見(1983)では大学生がmいたtopic-comment文が報告されており、また、中

学生を対象とした英文の語順習得プロセスを分析した筆者の研究(築道1995)においても、

su吋ect-prediロぬという英文の基本構造にある程度習熟したと思われる段階においてもtopic-

conunent文が散見される現象がみられた。従って、英語学習の初級段階に位置すると，思われる

日本人中学生は、 topic-∞nunent文を多用し、高校、大学と英語学習経験を積み重ねていくに

つれてsubject-prcdicateに基づく正しい英文を産出できるようになると考えるのは適切とは言え

ない。むしろ、初級、中級、上級といずれの英語学習段階においても学習者は、それぞれの段

階でtopic-comm巴nt文からsubjcct-prcdicatc文へという統括柿造への習熟プロセスを経ており、

それと同時に中学→高校→大学と学習経験を積み重ねるにつれて日本語の影響によるtopic-:

∞mment文の産出は減少してし、く、つまり、より英文の統語檎造に基づいた発話が中心になる

と考えるのが妥当であろう。

本研究では、英語学習の初期段階にいる日本人中学生に対象を限定して、そのtopic-

∞mment文の特徴について分析を試みる。
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2 本研究の目的

(1)ケーススタディに基づき、ある日本人中学生のtopic-∞mment文に焦点を当て、 topic-

∞mment文の特徴について分析する。

(2)中学生を対象に、英語力及び英語学習期間とtopic-∞mment文への依存度との関係を

分析する。

3 分析データ及び方法

上述の(1)の点を明らかにするために、中学3年生が 1993年の4月から 1994年

1月までに記した英文日記(記録回数 128回)を基礎データとし、日記にあらわれたtopic-

∞mmcnt文の特徴を分析する。 1)

また、第二の点を明らかにするために、 appcndixに示したテストを島根県内の 2つの公立中

学校2年生 (30名)と 3年生(106名)を対象に 1995年9月上旬に実施した。本論文

では、英語力とtopic-∞mment文との関係を把握するために 106名の中学3年生のうち、学

校の英語の成績により英語学力上位グループ24名(10段階で8-10の者)と下位グルー

プ30名(10段階で 1-4の者)とに分けて、テスト結果を分析する。また、英語学習期間

とtopic-comment文との関係を把握するため、中学2年生 (30名)と中学3年生 (30名)

のテスト結果も併せて分析する。 2】

尚、テスト問題は、ケーススタディで明らかになったtopic-commcnt文の代表的なパターンを

選択肢として採用した。また、テストは、 5問から成るが、設問 (5)は機械的な反応をして

いる学習者を分析対象からはずす目的で入れたものであり、今回の考察の対象にはしない。

4 結果と考察

4. 1 ケーススタディによるtopic-comment文の分析

まず、時系列的lこtopic-comment文を以下iこ示す。は、日記の日付であり、 r?Jは、

日にちが不明の場合である。

【イタリックがtopic-commcnt文】

(1~⑮famiか isseven. (4/16) 

(2)We had physical education in the fourth cIasss today: Today was track and field events. So 1 was 

very tired. But that after was schoollunch. 11 was very g∞d. Today was long a day. (4/20) 

(3)We had rain today.….Today was a good day. (4/22) 

(4)OSMONDS is American singer. The member is four.百leyare brothers everything.(5!?) 

(司Wehad a test today. 11 was very difficu!t. Math was the most difficu!t of all. English was so， so・

(5/18) 

(6)11 was fine t吋 ay.Summer vacation was from today. (7/21) 

σ)It was fine today. 1 kcpt studying from morning. Bccausc 1 was 開ry~司paretime. (7!?) 

(8)11 was∞01 today. So 1 wear long sleeve shirt. 11 is winter just Iike now. 1 was water turn today. . But 

1 don't go to there. Becuase It was rain today. (8n) 

(吟Thissummer was ve.ヴ cool.(8.β1) 

(10)1 watched "Eenyobo" On 1v three timωt吋ay.Morning was IWice and afternoon oncι(9!?) 

(11)百lisisn't gum. 百lisis my crascr. ll1is is vcry intcrcsting. This eraser iv good reputation my 

friends. (9/22) 
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(12)We had show our cIass in Ihe fifth pcriod. 171e fifth period was social studies. (9.β) 

(13)We had a track mccl loday. II was cIoudy loday. My family came 10 ficld 10 cheer mc. 1 was 

yellow team. (10!?) 

(14)1 Iislened 10 Ihe score of Ihe English qualifying exam. 17te listening test was bad marks.(l1!?) 

(15)1 was retumed 1ωIs by our teacher. Science was ve.ヴ bad.(11m 

(16)1 sludied malh. 1 wiIl sludy veηhard lomoπow. An examimie is really hard. 

(12/28) 

(1ηToday is no to writι(1バ)

この中学生は、合計 19のtopic-comment文を使用しているが、その特徴は以下のようにま

とめることができる。

(1)動詞はbe動詞が中心であり、 Ellis(1994)で指摘されているような "1∞crcam，1 likc il."と

いう形のtopic-∞mmcnt文は出現していない。

(2) トピックとしては、 3 人称が中心である。 1 人材、を主誌に置いたケースが 3~Jみられる

が、これらは一般動詞とbe動詞との選択ミスという解釈も成り立つが、一方でlopic-∞mmcnt

文の使用例であるとも考えられる。 3)

(3)寸bdaywas rain."という誤りに代表される天候に閲してlopic-∞mmcnl文を使用したケー

スは、 1例のみである (9)。この中学生は、以下のような英文を産出しているが、これらを

考え合わせると天候を表現する場合には、Itを主語に立てるというルールが定着していると言

えよう。

-We had a cIoudy sky loday. Somctimcs il was rain. We had homemllking in Ihe third and fourth hour 

loday. (4β0) 

ーItwas a pouring Tain 1αlay. (512) 

ーItwas finc today. We had Ihre巴cIa.<;.~cs 1以lay.(5/6) 

ーItwas Ihe skin cold tαlay. We had mceling of aIllhe studenls of th巴schooJ.(5f!) 

-It was rainy loday. It has been raining for Ihrcc days. We had Ihe coming-of-agcαremony ofmy 

firsl sisler 1吋ay.(8!!) 

(4)寸叫aywas a good day."に代表される「時」を表す語句をlopiclこ置く誤りはL、くつか見ら

れる[(2)(3)(17)]。また、(10)(12)にみられるように、談話の流れの中で直前の英文では、

subject-predicaleに基づく文を使用しながら、後説する英文ではtopic-∞mmenl文が使われてい

る。このことは、この学習者がlopic-∞mmenlとsubject-predicaleとの問で「ゆれJていること

を意味しているのではなL、かと思われる。 4)

-TI吋 ayisSa旬吋ay.50 we had Ihree cIa.<;.~es. (4/23) 

-We had Ihe lasl day of golden week loday. 1 had a very good lime today. (5β) . 

-We had physica1 education in Ihe fifth cIa.<;.<;. We wiIl have an excur冨ionlomoπow. (9120) 

-We had an excursion today. This excursion will be one ofmy good memorIes. (9121) 

ーItwasv町Ycold today. We wiIl have Konami feslival tomorrow. (10124) 
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4. 2 英語カ及び英語学習経験とtoplc-comment:文との関係

次に、テスト結果について考察を進める。まず、中学3年生 106名の解答状況を表1に、

また、通常の英語の成績から分けた上位グループ24名と下位グループ30名の解答状況を表

2にそれぞれ示す。

(i!) (b) (c) (d) 

問1 5本 71 260 4 

問2 22 8 41キ 350 

問3 38牢 23 350 10 

問4 34本」ー 310 L.. 
24 11* 

表 1 Topic-comment文に対する反応〈中学3年生〉

注(1)数字は人数を示す

注 (2)*1主、 topic-comment文を表す

注 (3)0は、正解を表す

(a) (b) (c) (d) 

問1(上位) 0* 13 100 

(下位) 3 14 11 2 

問2(上位) 5 。 6* 130 

(下位) 6 4 12 8 

問3(上位) 3* 5 150 

(下位) 15 7 3 5 

問4(上位) 3牢 130 8 。牢

(下位) 11 3 11、 5 

表2 Topic-comment文に対する反応(上位群vs.下位群〉

表2の解答分布をカイ 2乗検定で分析したところ、問3と問4に関して有意な差が見られた

(問3:X2=15.02p〈.0ldf=3/ 問t¥: X 2 = 11.89 p<. 01 df=3)。

次に、中学2年生30名と中学3年生30名(同一中学校)の解答状況を表3に示す。

(a) (b). (c) (d) 

問1(中2) 5* 15 100 。
(中3) 3 16 11 。

問2(中2) 4 3 11牢 120 

(中 3) 5 10 14 

問3(中 2) 20*・ 5 30 2 

(中3) 6 10 . 13 

問4(中2) 8ホ 70 8 h 
(中3) 3 11 12 4 

表3 Topic-comment文に対する反応〈中学2年生 vs.中学3年生〉

学年間の比較では、問3のみ有意設が見られた (x2=12.62 p<. 01 df=3)。
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5 結論

(1)英語学習の初期段階に位置する中学生の場合、日本語の影響からt，opic-comment文に依

存する英文が見られる。ただ、その場合、すべての発話がtopic--comment文に基づiくものにな

るとは限らなL、。例えば、 「天候」を表す際にitを主語に立てるというルールは、早.い段階で

定着し、 "Yesterdaywas rain."などの英文は生じていない(ケーススタデイ及びテストの結果)。

天候に限って言えば、 topic--commcnt文よりも"Itwas rain ye.c;tcrday."とする品詞の識別に関する

誤りが顕著であった(テスト結果)。

(2)英語力とtopic--commcnt文への依存度との関係、及び英語学習期間との関係では、 ro 
0は、 (数字)ですjという問題文の解答において上位群と下位群、また中学2年と中学3、年

との聞の反応に差がみられた。これは、予備校生を対象にしたSasaki(19卯)の調査結果と一致

する。

また、上位:f洋と下位群との問では、 「今日は私の誕生日です。それで今夜はパーティてeすJ
という問題においても差が見られた。この問題文の場合、前半部分は"Todayis my birthday."と

なり、日本語をそのまま英訳することが可能である。従って、 topic-∞mmcnt構造に依存して

いる学習者は、前半部分から判断して後続の日本文もtopic-comment文を選択したと推測され

る。

( 3)英語学習の初期段階にいる日本人中学生は、日本語の影響を受けて日本文のトピックを

英文の主語とするtopic-∞，mmcnt文を用いるが、その場合、特にtopic-commcnt文として表出さ

れやすいメッセージがあると予想される(例えば、 「私の家族は6人ですJr今日はパーテイ

ですJ)。英語力のある学習者は、日本語の干渉を受けやすい、こうしたメッセージを伝達す

る場合でも英文のsubject-predicateの構造に基っ・いた発話を用いようとする。すなわち、初級段

階にいる中学生におていもtopic-∞mmentからsubject-predicateへという英文の統語構造への習

熟プロセスが進行しているということである。日

註

1)今回も日記によるデータは、烏根県島根町立野波中学校の田尻悟郎先生に提供していただ

いた。また、テストは、回民先生と島根県三隅町立三隅中学校の川村1正師先生に実施していた

だいた。ここに記して感謝申し上げる。

2)この中学生は、中学2年まで教科書を1ぺ-53ずつ日本語に置き換えて理解するという授

業を受けてきている。従って、英文日記もまずは頭に日本語を思い浮かべてよその後英語に置

き換えるという作業を経て書いていると想像される。尚、通常の英語の成績は上位に位置する

生徒である。

3)この点に関連して、 10月には次のような興味深い英文が日記にあらわれている。

-Wehad ∞oking exercise in the sc∞nd and the third period. Our group made pudding and fruits salad. 

We drarik orange juice. They were g∞4加thpudding and salad. 

4)以下は、この中学生が5月6日の日記で教師に対して投げかけた質問である。 topic-

∞mment文とsubjcct-predicateW造との問で「ゆれJている学習者の心理を象徴している発言だ

と思われる。

r r今日~だったJという場合、 Todayというのは前にもってきてはいけないのですか。
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例1i吋aywas出reec1asses. (5/6)J 

5)以下の英文は、中学入学以後、語順の指導を重点的に受けた学習者(中2年生と中学3年

生)のものである。この二人の学習者は、日本語を介さずに英文を書いていると判断されるが、

それでもtopic-∞mment文を使っている。今後は、こうした学習者の中間言語データをさらに

多く蓄積してb、く必要があろう。

-1 have to study hard because we have test in six days time. But 1 didn・tstudy at aIl tOOay. 1 am afraid 

伽 t1 under宮tandEnglish， math and Japanese and so on. 1 want to change my brain for Suguru's brain. 

Today was lowermost. (11f!.ρ4:中2)

-Jt's been raining on and off since this morning. 1 don't Iike the weather Iike tOOay. 1 think it wiIl be 

fine tomorrow.' Because we wiIl have a moral ediIcation tomorrow. 1 didn't watch 1v at aIl tOOay. So 1 

could study and reading b∞ksalot. Of∞urse， 1 didn・tplayτVgames.吋imeis money" 1 think 1 have 

to s戸ndmy tirne effectively・4肋wis only once. "Don't waste my time on凶fles."By the way， why 

were you absent last Saturday? Possibly.....? (5/21ρ5:中3)
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Appendix テスト問題

( )番 名前( ) 

次の日本文の意味を正しく表している英文を(a)-(d)の中から一つだけ選んで、そ

の記号をOで囲みなさL、。
(1)きのうは、雨でした。

(a) Yesterday was rain. 

(b) It was rain ye5terday. 

(c) It rained ye5terday. 

(d) Ye5terday rained. 

(2) きょうは、いい一日でした。

(a) Today had a good day. 

(b) 1 was a good tim巴today.

(c) Today was a good day. 

(d) 1 had a good time today. 

(3) 私の家族は4人です。

(a) My family is four people. 

(b) My family has four people. 

(c) There are four people in my family. 

(d) My family， there are four people. 

(4) きょうは私の誕生日です。それで今夜はパーティです。

(a) Today is my birthday， 50 tonight is a party. 

(b) Today is my birthday， 50 we have a party tonight. 

(c) My birthday is today， 50 we have a party tonight. 

(d) My birthday i5 today， 50 tonight is a party. 

(5) テニスを放課後します。

(a) After school play tennis. 

(b) After school 1 play tennis. 

(c) 1 play tennis after school. 

(d) Tennis 1 play after school. 
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